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メタンハイドレート
－ 次世代の巨大な天然ガス資源 －

メタンハイドレートは、水分子がつくる籠の中に
メタン分子がとり込まれて火をつけると燃焼する氷
状物質（図１、写真）であり、資源小国日本の周辺海域
にも分布するため、未来エネルギー資源として期待
されている。
メタンハイドレートが存在するには低温・高圧の

条件が必要で、例えば､0℃で26気圧、10℃で76気圧
以上の圧力が必要である。すなわち、海底温度が0℃
の場合は260m以上の水深が、10℃の場合は760m以
上の水深が必要であるため、その分布は極地の永久
凍土地帯と大陸近くの大水深海域に限られる。
また、メタンハイドレートの生成には、地下におけ

る大量のメタンの存在が必要である。このような地
下での大量メタン発生のメカニズムは、海底下の微
生物発酵で発生するメタンを起源とする微生物起源
と、生物遺骸が埋没し地温・圧力の増加により続成作
用を受けて発生するメタンを起源とする熱分解起源
があり、この成因の差で探査指針が異なる。

米国地質調査所とエネルギー省及び地質調査所
（現産総研）は、世界のメタンハイドレート資源量試
算を実施し、陸域では概ね数十兆m3、海域で数千兆
m3のオーダーの結果が得られた。これは世界の天然
ガス確認埋蔵量（145兆m3）の数十倍以上に相当する。
日本周辺海域でも、米国エネルギー省が南海トラフ

北側に4200億～4兆2000億m3の資源量を試算した。ま
た、地質調査所（現産総研）の調査では、南海トラフや
北海道周辺海域等に分布が予想（図２）され、日本周辺
海域の資源量を約6兆m3と試算した。この資源量は、
日本の天然ガス年間使用量の約百倍程度に相当する。
海域のメタンハイドレートの存在は、昨年国の基

礎試錐でも確認されており、水深2000m以上の大水
深域にも多くの資源分布が予想される。その開発利
用には、商業的鉱床を発見する大水深探査・掘削技術
や生産技術の開発が必要である。地下に眠るすべて
の資源の開発には100年以上かかるため、メタンハイ
ドレートは、次世代天然ガス資源とも言えよう。
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